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これからも社会資本整備に尽くし、県土づくりに貢献します
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県道沼田下妻線バイパス600ｍが開通
　県道沼田下妻線バイパスの約 600 ｍ区間が 3月 27 日、開
通する。下妻市高

た か さ い

道祖地内に位置。幅員は 10 ／ 6 ｍ（2 車
線、片側歩道）で構成。安全で円滑な交通の確保や利便性の
向上が図られ、地域発展に大きく貢献することが期待される。
27 日には県常総工事事務所が安全祈願祭を執り行う。
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　このたび、下妻市高道祖の県道沼田下妻
線バイパスが開通する運びとなり、これま
で多大なご支援、ご協力をいただいてまい
りました地権者の皆様をはじめ関係者の皆
様に厚く御礼申し上げます。
　本路線は、つくば市国松から下妻市高道
祖に至る路線であり、沿線地域の日常生活
を支える重要な路線です。
　下妻市高道祖の約 0.6㎞ の区間につきま
しては、狭隘で歩道もなく、近隣の工業団
地に出入する大型車両と一般車両の円滑な
通行に支障をきたしていることから、国道

　県道沼田下妻線バイパスが開通されまし
たことを心からお慶び申し上げます。
　この度の開通にあたり、ご協力をいただ
きました地権者の皆様はじめ関係者の皆様
のご理解とご支援に深く感謝を申し上げま
すとともに、多大なご尽力を賜りました地
元下妻市などの関係各位に対し、厚くお礼
申し上げます。
　県道沼田下妻線は、つくば市から下妻市
へ至る重要な道路であり、地域住民の日常
生活や経済活動に大きな役割を担うもので
あります。

125 号へアクセスするバイパス整備を進め
てまいりました。
　本路線の開通により、安全で円滑な交通
の確保や利便性の向上が図られ、地域の発
展に大きく寄与するものと期待しておりま
す。
　県といたしましては、今後とも広域交通
ネットワークの充実を図るとともに、生活
道路など県民の日常生活を支える社会資本
整備を着実に進め、「活力があり、県民が
日本一幸せな県」の実現に挑戦してまいり
ます。

　この度の開通により、地域住民の交通の
利便性、安全性が一層向上しますととも
に、地域の活性化に大いに寄与するものと
期待をしております。
　県議会といたしましても、陸・海・空の
広域交通ネットワークをはじめとする県土
の発展を支えるインフラ整備を力強く推進
し、県民が幸福を実感できる、活力ある茨
城の実現に全力を尽くしてまいります。
　結びに、当地域のますますの発展をご祈
念申し上げまして、ごあいさつといたしま
す。
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日常生活支える重要路線
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事業概要

・事業箇所：下妻市高道祖
・延長：0.6㎞
・幅員：10.0／6.0ｍ
　　　 （２車線、片側歩道）
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